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	報 告 者
	夢の島YCクラブ　　　中学３学年　　　　　　　氏名　川戸紅葉 

	大 会 名
	ヨーロッパ選手権大会　

	開 催 地
	ポルトガル　タヴィラ

	大 会 期 間
	2010.7

	セールNo
	JPN3177
	最 終 順 位
	88


	気温、水温

ウエアについて


	海上では、風がなければ、トランクスと水着のみで大丈夫ですが、少し風が上がると、パドジャケが
必要でした

水温は日本より高いような気がしました

空気は日本の夏と比べると乾燥していて、過ごしやすかったです

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	いつも潮が強く、ハーバーから海面へ行くのに、コーチボートで、毎回曳航して出るかんじです
スタートの時に、思ったより潮流があり、アウターのロープがとんでもないところまで伸びていて

ラダーに絡まり、スタートを失敗していまいました

風はコンスタントに５Mくらいはありました

だいたい南寄りの風が多かったようにおもいます
波がチャパチャパですが、見た目より風はありませんでした

	　セッティングで

注意したこと
	波がチャパチャパしていて、風があるように見えるけど、実際は、あまり風が無いので
ラフテンションやアウトホールの出し具合に気をつけました

	　セーリングで

　注意したこと


	はじめ２レースは、スタートが上手く行かず、他国の選手の上り角度に圧倒されてしまいました
　スタートが上手く行っても、他国の選手のほうが上り角度がとれていて、上り殺されることが多々ありました。私は、どちらかというと、体重もあり、スピード重視派なので、スピードと上り角度との兼ね合いがうまく調整できませんでした
リコール２回とってしまい、自分のセーリングができないまま終わってしまいました

スタートのとき、潮の流れがあったため、アウターのロープがラダーに絡まったりで思うような結果が残せませんでした

	　海上で練習した

こと
	ディビジョンが男女分かれているため、出艇に制限があり、思うようには練習しづらい環境でした。
レースの合間に、まいこさんに見てもらいながら、スベリの練習をしました

	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	日本チームのメンバーと走り合わせると、決して遅いかんじはありせんでしたが
実際レースになると、海外の選手にのぼり殺されてしまいました
自分より実力が上、もしくは同等の選手ばかりなので、１つのミスが取り返しのつかない結果につながり

いつものすべりができているかどうか、じぶんでもよくわかりませんでした

	　スタートは、

　どうでしたか？
	スタートがよくても、のぼり殺されることがありました

	　コース戦略は

　どうでしたか？
	のぼり殺されることが多く、自分で思ったコースをひくことが　できませんでした

	　自分より上位の

　選手との違いは？
	スベリが違うと思いました
スタートも上手いし、角度もあってスピードもある、決して軽い選手ではないのですが。

	　国内の練習で

　役立ったこと
	特別にはありませんでした
いつもの練習の積み重ねだと思います

	　国内の練習で

　足りなかったこと
	スベリをもっと練習しておけばよかったと思いました

	　印象に残った

外国選手は？
	チェコの４１２

	　今後の課題と

　目標は？
	私は中３なので、全日本までOP卒業となります
ヨーロッパ遠征ではいい結果を残すことが来ませんでしたが、最後の全日本でいい成績を残し、

気持ちよく上のクラスへ移りたいと思っています

全日本までは気を抜かないで、今までどおりのペースで練習していきます

	　ＪＯＤＡへの要望
	特にありません

	　

その他


	OPをはじめてあっという間の３年間でした

いいコーチにであったせいで、多分上達もはやく、クラブ以外の練習相手にも恵まれ、楽しく練習や遠征へ行くことができました
友達もたくさんできました

いろいろな人の支えがあり、ヨットを続けることができたこと、

ポルトガルでは、母が同行することができませんでしたが、まいこさんや他のおかあさま方がサポートしてくれたこと。。。いたずらばかりでみさきのママにしかられたりもしましたが、楽しく過ごすことができました
ありがとうございました


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

